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住民合意がないままでの災害廃棄物の試験焼却は行わないこと 

緊 急 申 し 入 れ 

 

 

 災害廃棄物の受け入れについては、５月１０日、篠田市長に対し１４項目の

「申し入れ」を行い、安全対策の強化や住民合意を前提とし、拙速に進めない

ことなどを求めてきました。 

新潟市は、７月２６日の姥ヶ山自治会から「災害廃棄物の受け入れに関する

住民説明会」を順次開催しており、９月９日の赤塚地域で「住民説明会」が終

わろうとしています。一方、新潟市は１１日開会の９月議会に試験焼却に係る

補正予算（１，２６０万円）の提案準備中です。 

議員団は分担して延べ３０カ所の「説明会」に参加してきましたが、災害廃

棄物の試験焼却や受け入れについて、とても住民の理解・合意が得られたとは

言えず、マスコミでも「賛否相半ば戸惑いも」「不安の声相次ぐ」などと報道さ

れています。 

 議員団が独自でおこなった周辺農家の皆さんの聞き取り調査でも「健康被害

や風評被害が心配」などの声が多く聞かれる状況です。 

 災害廃棄物の試験焼却や受け入れについて、「受け入れが必要」と思っている

住民の中にも心配や懸念・不安の声が多くあります。受け入れを表明したのは

市長です。しかし、市長は一度も「住民説明会」に出席しておらず、市民の不

安に答えようとしていません。そのことも市民の不安や不信を増幅させている

のではないでしょうか。 

 住民合意が得られない中での試験焼却の実施は許されません。 

 よって、住民合意がないままでの災害廃棄物の試験焼却は行わないこと、試

験焼却のための補正予算は計上しないことを、強く申し入れます。 

 

以  上 


